
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號

卒
成
元
年
十
二
月

四

弘

誓

願

の

源

流

香

川

孝

雄

二

は
じ

め
に

「衆
生
無
辺
誓
願
度
」
以
下
四
句
よ
り
な
る
四
弘
誓
願
は
、
文
献
で

は
天
台
智
顕

(
五
三
八
-
五
九
七
年
)
の

『釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』

(
1
)

に
記

さ

れ

て

い
る

次

の
文

が

最

初

で
あ

る

と

さ
れ

る
。

四
弘
誓
願
者
。

一
未
レ
度
者
令
レ
度
。
亦

云
二衆
生
無
辺
誓
願
度
叩

二
未
レ解

者

令

レ解
。
亦
云

二煩
悩
無
数
誓
願
断

叩
三
未
レ
安
者
令
レ
安
。
亦

云
二法

門

無

尽

誓

願
知

四
未
レ
得
ニ
捏
繋

一令
レ
得

二浬
藥

亦
云
二
無
上
仏
道

誓
願
成
叩
此
ナ

四
法
。
即
対
二
四
諦
殉
故
櫻
路
経

云
。
未
レ
度

二苦
諦

一令

レ度

二苦
諦

未

レ解

一

集
諦

一令
レ
解
二
集
諦
叩
未
レ
安
二
道
諦

一令
レ
安
二
道
諦
叩
未
レ
証
二滅
諦

一令

レ証

二
滅

(
2
)

諦

叩

こ

こ

に
説

か

れ

て

い
る
度

、
断

、

知

、

成

の
四

弘
誓

願

は
、

衆

生

を

度

し

、

解

し

、
安

ん

じ

、
浬

架

を

得

せ
し

め

る

た

め

で
あ

り
、

こ

れ

ら

の

一
々

は
苦

、

集

、

滅

、
道

の
四

諦

に
配

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
文

中

に

(
3
)

明
か
す
ご
と
く
、
四
諦
に
配
す
る
こ
と
は

『
理
略
経
』
の
説
で
あ
る
。

(
4
)

と
こ
ろ
で
こ
の
経
典
は
、
望
月
信
亨
博
士
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
梁
代
以

前
に
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が

っ
て
、
こ
の
経
典
に
よ

っ
て
四
弘
誓
願
の
源
流
を
探
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
智
顕
が
こ
の
経
典
の
説
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
事

実

で
あ

る
。『
理
路
経
』
以
外
に
、
四
弘
誓
願
の
源
を
経
典
に
求
め
た
の
は
梁

の

法
雲

(四
六
七
-
五
二
九
年
)
で
あ
る
。
彼
は

『
法
華
義
記
』

に

『
法
華

経
薬
草
喩
品
』
の
文
を
解

し

て

「従
二未
度
者
令
度
一下
明
二
四
弘
誓
之

(
5
)

徳
一」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
に
お
い
て
四
弘
誓
を

『
法

華

経

薬
草
喩
品
』

の
文
と
結
び
つ
け
た
最
初
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ま
た

「讐
喩

品
」
の
註
釈
の
と
こ
ろ
で
も

未
レ解
者
令
レ解
。
未
レ度
者
令
レ度
。
此
両
誓
則
持
二大
悲
抜
苦
一也
。
未
レ安
者

(
6
)

令
レ安
。
未
二浬
繋
一者
令
レ得
二浬
藥
叩
此
両
誓
則
持
二大
慈
与
楽
一也
。

と
、
「未
解
者
令
解
」
な
ど
の
前
二
句
を

「大
悲
抜
苦
」
、
「
未
安

者

令

安
」
な
ど
の
後
二
句
を

「大
慈
与
楽
」
の
誓
願
と
し
て
解

釈

し

て

い

(
7
)

る
。
智
顕
が
、
『摩
詞
止
観
』
に
お
い
て
、
四
弘
誓
願
の
前
二
句

を
大

悲
、
後
二
句
を
大
慈
の
願
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
は
、
法
雲

の
説
に
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基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
法
雲
の
指
摘
し
た

「薬
草
喩

品
」
の
文
は
仏
の
徳
を
讃
歎
し
て
、
仏
は

「未
レ度
者
令
レ度
。
未
レ解
者

(
8
)

令
レ解
。
未
レ安
者
令
レ安
。
未
二
浬
葉
一者
令
レ
得
二浬
藥
叩」
と
自
讃
し
た

句
で
あ

っ
て
、
誓
願
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
論
で

は
、
こ
の
四
句
が
仏
徳
讃
歎
か
ら
四
弘
誓
願
へ
と
展
開
し
た
過
程
、
お

よ
び
四
句
の
定
型
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二

仏
徳
讃
歎

の
定
型
文

前
述

の

『
法
華
経
薬
草
喩
品
』
に
出
る
仏
徳
讃
歎
の
四
句
に
似
た
文

は
、
大
乗
仏
教
の
創
説
で
は
な
く
て
、
漢
訳
の

『
阿
含
経
』
や
、
パ
ー

リ
経
典

の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
パ
ー
リ

『長
部
』
q
d
u
m
b
a
r
i
-

(
9
)

k
a
-
s
i
h
a
n
a
d
a
 
s
u
t
t
a
n
t
a
お

よ

び

パ

ー

リ

『
中
部
』
の
O
u
l
a
-
s
a
-

(
1
0
)

c
c
a
k
a
 
s
u
t
t
a
に

は
、
仏

徳

を

讃

歎

し

て

次

の
よ

う

に
説

い
て

い
る

。

彼

の
世
尊

は
、
〔
自
ら
〕
覚

り
お
わ

っ
て

〔
他
を
〕
覚
ら
し
め
ん
が

た

め

に

法
を
説
く
。

彼

の
世
尊

は
、
〔自

ら
〕
調
御
し
お
わ

っ
て
、

〔他
を
〕

調
御
せ
し
め
ん
が

た

め
に
法
を
説
く

。

彼

の
世
尊

は
、

〔自
ら
〕
安
隠
と
な
り

お
わ

っ
て

〔
他
を
〕
安
隠
な

ら

し

め

ん
が
た
め
に
法

を
説
く
。

彼

の
世
尊

は
、
〔
自
ら
〕
度
脱

し
お
わ

っ
て
、
〔
他
を
〕
度
脱

せ
し
め
ん
が

た

め
に
法

を
説
く
。

彼

の
世
尊

は
、

〔自
ら
〕
般
浬
桀
し
お
わ

っ
て
、
〔他

を
〕
般
浬
桀

せ
し

め

ん

が

た
め
に
法
を
説
く
。

d
d
u
m
b
a
r
i
k
a
-
s
i
h
a
n
a
d
a
 
s
u
t
t
a
n
t
a
に

対

応

す

る
漢

訳

『
長

阿

含

経

』

に

は
次

の

よ
う

に
説

か
れ

て

い
る

。

雀
曇
沙
門
。
能

説
二菩

提

自
能
調
伏
。
能
調

一一伏
人
鴨
自
得
二
止
息
鴨
能
止
二

息
人
叩
自

度
二
彼
岸

殉
能
使

二
人
度
叩

自
得
二解

脱
幻

能
解
一一脱

人
叩

自
得

二滅

(
1
1
)

度
叩
能
滅
二度
人
殉

こ
の
経
の
異
訳
で
あ
る
施
護
訳

『仏
説
尼
拘
陀
梵
志
経
』
に
は

「覚
悟

(
1
2
)

・
解

説

・
安

隠

・
浬
繋

」

の
四

徳
が

説

か
れ

て
仏

を

讃

歎

し

て

い

る
。

ま

た
C
u
l
a
-
s
a
c
c
a
k
a
 
s
u
t
t
a
に

対

応

す

る

漢

訳

は

『
雑

阿

含

経
』

巻

五

に
あ

っ
て

世
尊
。
覚

二
一
切
法
叩
即
以

二此
法
叩
調

二伏
弟
子
叩
令
レ
得
二安
隠

叩
令

レ得

二無

(
1
3
)

畏
・
調
伏

・
寂
静
叩
究
二寛
浬
繋
叩

と
、
少
し
形
は
変

っ
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
自
覚
、
覚
他

の
仏
徳

を
讃
歎
し
た
も
の
で
、
誓
願
文
で
は
な
い
。
こ
れ
が
定
型
化
さ
れ
て
、

南
北
両
伝
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
か
な
り
早
い
時
代
に
、
こ
の

定
型
文
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
様
に

定
型
化
さ
れ
た
四
句
が

『
法
華
経
』
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思

四
弘
誓
願
の
源
流

(香

川
)
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四
弘
誓
願
の
源
流

(香

川
)

わ
れ
る
が
、
こ
の
文
を
詳
細
に
諸
本
対
照
す
る
と

一
つ
の
問
題
点
に
突

き
当
る
の
で
あ
る
。

『
正
法
華
経
』
(正
本
)

吾
為
二
如
来
叩
使
二天
上
天
下
諸
天
世
人
叩
未
レ度
者
度
。
未
レ脱
者
脱
。
未
レ安

(
1
4
)

者
安
。
未

レ滅
者
令

レ得

二滅
度
叩

『
妙

法

華
経

』

(妙
本
)

我
是
如
来
応
供

正
遍
知
明
行
足
善
逝
世
間
解
無

上
士
調
御
丈
夫
天
人
師
仏
世

尊

。
未
レ
庭
者
令
レ
度
。
未
レ
解
者
令
レ解

。
未

レ安
者
令

レ
安
。
未

二浬
架

一者
令
レ

(
1
5
)

得
浬
架
噸

『梵
文
法
華
経
』
(
S
本
)

汝
ら
、
神

々
や
人

々
よ
、
私

は
如
来

・
応
供

・
正
等
覚
者

で

あ

る
。
私

は

〔自

ら
彼
岸

に
〕
渡

り
お
わ

っ
て
、

〔他

の
人

々
を
〕
渡
ら

せ
、

〔自
ら
〕
解

脱

し
て
お
わ

っ
て
、

〔他

の
人

々
を
〕
解
脱

せ
し

め
、

〔自
ら
〕
安
隠
と
な

っ

て
、
〔他

の
人

々
を
〕
安
隠
な
ら
し

め
、

〔自
ら
〕
般
浬

薬

し

お

わ

っ
て
、

〔他

の
人

々
を
〕
般
浬
繋

せ
し

め
る

の
で
あ
る
。

『
チ

ベ

ッ
ト
訳

』

(
T
本
)

諸

々
の
神

々
や
人

々
よ
、
我

は
如
来

・
応
供

・
正
等
覚
者

で

あ

つ
て
、
〔自

ら
彼
岸

に
〕
渡

り
お
わ

っ
て

〔
他

の
人

々
を
〕
渡
ら

し

め
、
〔自

ら
〕
解

脱

し
お
わ

っ
て

〔他

の
人

々
を
〕
解
脱
せ
し
め
、
〔自

ら
〕

安
隠
と
な
り

お

わ

っ
て
、

〔他

の
人

々
を
〕
安
隠
な
ら
し

め
、

〔自
ら
〕
般
浬

藥

し

お

わ

っ
て

〔他

の
人

々
を
〕
般
浬
盤
小せ
し
め
る
。

右

の
四
本

を
較

べ

る
と

、

『
正
本

』
、

『
妙

本

』

の
漢

訳

と

『
S
本

』
、

『
T
本

』

と

で

は
文

体

が

異

な

る

こ
と

に
注

目

し

た

い
。

す

な

わ

ち

漢

訳

の
二
本

で

は

「
未

だ

度

せ
ざ

る

者

を

度

せ

し

め

、
」

と

い
う

文

で

あ

る

の
に
対

し

て
、

『
S

本
』
、

『
T
本

』

で

は

「
〔
自

ら

彼
岸

に
〕

渡

り

お

わ

っ
て
、

〔
他

の
人

々
を

〕

渡

ら

し

め
」

と

な

っ

て

い

て
、

こ

の

方

が

、

阿

含

、

ニ
カ

ー
ヤ

の
文

意

と

よ
く

合

致

し

て

い
る

。
右

の
梵

本

は

ネ

パ

ー

ル
本

と

ギ

ル
ギ

ッ
,ト
本

で
あ

り

、

両

者

に
全

く

異

な

る
と

こ
ろ

は

な

い
が

、

カ

シ

ュ
ガ

ー

ル
出

土

本

の
梵

本

で

は
次

の
様

に
な

っ
て

い

る
。世

尊

よ
、
私

は
如
来

で
あ

り
、
天

・
入

・
阿
修
羅
を
含
む
世
間

の
尊
敬

に
値

い
す

る
も

の
で
あ

り
、

正
等
覚
者

で
あ
る
。
私

は
す

で
に

〔
彼
岸

に
〕
渡

り

お
わ

っ
て
、
〔他

の
人

々
を
〕
渡
ら

せ
、
未
だ
解
脱

せ
ぎ
る
者
を
解
脱

せ

し

め
、
未

だ
安
隠
と
な
ら
な

い
も

の
を
安
隠
な
ら

し
め
、
未
だ
般
捏
繋
し

な

い

も

の
を
般

浬
繋

せ
し
め
る
の
で
あ

る
。
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こ
の
文

に
よ
る
と
、

最
初

の
t
r
r
n
a
s
 
t
a
r
a
y
a
m
i
を

除

い

て
、

a
m
u
k
t
o
 
m
a
u
c
y
a
m
i
以

下
の
句
は
、

漢
訳
の
両
本
が

「未
脱
者

(妙

本
は
未
解
者
)」
云
々
と
否
定
辞
を
加
え
て
い
る
時
と
よ
く
合
致
す
る
。

第

一
句

の
み
否
定
辞
が

つ
い
て
い
な
い
こ
と
は
不
揃
い
で
あ
る
が
、
ネ

パ
ー
ル
本

や
ギ

ル
ギ
ッ
ト
本
の
よ
う
に
否
定
辞
を
伴
わ
な
い
テ
キ
ス
ト

も
あ

っ
た
た
め
に
混
乱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上

の
諸
例
よ
り
、
「
〔自
ら
彼
岸
に
〕
渡
り
お
わ

っ
て

〔他

の
人

々

を
〕
渡

ら
し
め
」
と
い
う
系
統

(
A
型
)
と
、
「未
だ

〔彼

岸

に
〕
渡

ら
な
い
者

を
渡
ら
し
め
」
(
B
型
)
の
二
つ
の
系
統
が
あ

っ
た

こ
と
を

知
り
得

る
。
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
は
次
に
述
べ
る
誓
願
と
し
て
説
か
れ

た
四
句
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

三

大
乗
経
典

に
お
け

る
四
弘
誓
願

初
期
大
乗
経
典
の
中
で
も
最
古
層
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
小

品
系

の

『般
若
経
』
に
、
す
で
に
四
弘
誓
願
が
説
か
れ
て
い
る
。
梵
文

の

『
八
千
順
般
若
経
』
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

衆
生

た
ち
の
中

で
、
輪
廻
に
住

し
、
苦

し
ん

で
い
る
の
を
見

る
人
た

ち
は
、

無

上
な

る
正
等
覚

に
な
お

一
層
多
く

の
誓
願
を
起

こ
す

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は

何

故
か
。

こ
の
様
な
発
心
を
具
え
る
彼

ら

は
、
か

の
大
慈
悲
を
も

っ
て
饒
益

と
利
益
と

を
願

い
、
天

・
人

・
阿
修
羅

を
含

む
世
間
を
哀

れ
ん
で

「
ど
う
す

れ
ば
我

々
は

〔
自
ら
彼
岸

に
〕
渡

っ
て
、
諸

々
の
衆
生
た
ち
を

〔彼
岸

に
〕

渡

ら
せ
、
〔自
ら
〕
解
脱
し
て

〔他

を
〕
解

脱

せ
し

め
、
〔自

ら
〕
安

隠
と
な

っ
て

〔他

を
〕
安
隠
な
ら
し
め
、
〔自

ら
〕
般
浬
桀

し

て

〔他

を
〕

般
浬
繋

せ
し
め
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
、
と

い
う

こ
れ
ら

の
心
を
起
こ
し
て
住
す
る

の
で
あ

る
。

こ

こ

に
説

か
れ

て

い

る

の

は
明

ら

か

に
四

種

の
誓

願

で
あ

っ
て

、
文

章

の
形

式

と

し

て

は
、

仏

徳

讃

歎

の
A

型

を

そ

の
ま

ま

採

用

し

て

い
る

(
2
0
)

の
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
梵
文
の
通
り
で
変

り
は
な
い
。

【
と
こ
ろ
で
漢
訳
諸
本
を
検
討
す
る
と
、
文
章

の
形
式
を
異
に
し
て
い

る
。

四
弘
誓
願
の
源
流

(香

川
)
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右
の
対
照
表
を
見
て
注
意
す
べ
き
は
、
第

一
に
、
『
大
明
度

経
』
と

『仏
母
般
若
経
』
と
は
三
種
の
誓
願
を
説

い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
未
だ
四
弘
誓
願
と
し
て
四
種
の
誓
願
に
固
定
化
し
て
い
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
に

『
道
行
経
』
、
『
大
明
度
経
』
、
『
仏
母

般
若
経
』
は
B
型
の
誓
願
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
小
品
般
若
』
と

『
大

磐

経
』

は
A
型
と
B
型
と
を
合
揉
し
た
、
い
わ
ば
響

と
で
も
云
い

得
る
形
式

を
と

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
様

な
四
種

の
誓
願
は
大
品
系

の

『般
若
経
』
に
も
出
て
い
る
の

で
、
次
に
そ
の
諸
本
を
対
照
し
て
見
よ
う
。

右

の
表
の
よ
る
と
、
『放
光
般
若
経
』

の
み
は
、
三
種
の
誓
願

で
あ

り
、
他
は
四
種
の
誓
願
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
三
本
の
す

べ

て
が

「
我
、
既
に
自
ら
度
し
て
、
亦
、
当
に
未
だ
度

せ
ざ
る
者

を

度

す

べ

と

と
い
島

型
に
な

つ
て
い
る
。

磐

難

の
四
句
の
誓
願
文
が
、
B
型
島

型
で
蓼

、と
を
誕

が

、

干
潟

龍

祥

博

士

が

四

弘

誓

願

の
基

に
な

っ
た

で
あ

ろ

う
、

と
指

摘

さ

れ

て

い

る

『
三

曼
陀

践

陀

羅
菩

薩

経
』

は
ど

う

で
あ

ろ
う

か
。

未

レ度
者
我
当
レ
度
レ之

。
未

レ脱
者

我
当
レ脱

。
未

二般
泥
涯

一者
我
当
レ
令

二般
泥

(
3
0
)

濱

叩
造
二
作

一
切

人
叩
皆
令

レ発

一一阿
褥
多
羅

三
耶
三
菩

心
叩

こ

の
文

を

見

る

と

、

三
種

の
誓

願

で
あ

り

n
形

式

と

し

て

は

B
型

で

あ

る
。
次

に

『
悲

華

経
』

に
も

こ

の
様

な
誓

願
が

あ

る
。

若
我
来
世
得

二
必
阿
褥
多
羅

三
貌

三
菩
提
叩
度

一一未
度
者
叩
解
二
未
解
者
叩
未
レ

(
3
1
)

離

二生
老
病
死
憂
悲
苦
悩

-悉
令

レ得

レ離
。
未

二滅
度

一者
令
レ
得
二
滅
度
殉
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私

は
無
上
正
等
覚
を
証
得
し
て
、
未

だ

〔彼
岸

に
〕
渡
ら
な

い
衆
生
た
ち
を

渡
ら

し
め
、
未
だ
生

・
老

・
病

・
死

・
憂

・
悲

・
苦

・
悩

・
不
安
よ
り
解
脱

し
な

い
も

の
た
ち
を
解
脱

せ
し
め
、
未
だ
般
浬
藥
し
な

い
衆
生
た
ち
を
般
浬

藥

せ
し

め
る

で
あ

ろ
う
。

『
悲

華

経

』

の
場

合

、

漢
訳

は

四
種

の
誓

願

で
あ

る

に
対

し

、

梵

本

は
三
種

で
あ
る
が
、
内
容
は
同
じ
と
見
て
よ
い
。
誓
願
文
の
形
式
島

型
で
あ
る
。

こ
の
様

に
大
乗
経
典
に
出
て
く
る
誓
願
に
は
、
三
種
の
も
の
と
四
種

の
も
の
と
が
あ
吃

形
式
と
し
て
は
B
型
島

型
に
分
か
れ
る
の
で
あ

る
。

四

部
派
関
係
文
献

に
お
け

る
四
句

の
誓
願

説
出
世
部
の
所
伝
で
あ
る

『
マ
ハ
ー
ヴ

ァ
ス
ト
ゥ
』
に
は
、
メ
ー
ガ

青
年
は
燃
灯
仏
に
対
し
て

「私
も
そ
の
様
な
徳
を
具
え
た
仏
と
な
り
た

い
」
と
誓
願
し
て
云
う
。

あ
あ
、
ま
た
私
も
現
に
か

の
デ

ィ
ー
パ

ン
カ
ラ
世
尊
が
そ

う
で

あ

る

よ

う

に
、
未
来

の
世

に
如
来

・
応
供

・・正
等
覚

・
明
行
足

0
善
逝

・
世
間
解

。
無

上
士

・
調
御
丈
夫

・
天
人
師
と
な

り
た

い
も

の
だ
。

…
…
現

に
か
の
デ

ィ
ー

パ

ソ
カ
ラ
世
尊
が
そ
う

で
あ

る
よ
う

に
、

〔自
ら
〕
度
脱

し
て

〔他

の

人

々

を
〕

度
脱
さ
せ
た
い
。
〔自

ら
〕
解
脱

し
て

〔他

の
人

々
を
〕
解
脱

さ

せ

た

い
。

〔自
ら
〕
安
隠
と
な

っ
て

〔他

の
人

々
を
〕
安
隠
な
ら

し
め
た

い
。

こ

の
様

な

メ
ー

ガ

の
誓

願

を

知

っ
た

デ

ー
パ

ソ
カ

ラ
世
尊

は

、

メ

ー

ガ

に
授

記

を

授

け

て
、

次

の
様

に
語

ら

れ

た

。

現

に
私
が
そ
う

で
あ
る
様
に
、
汝
は
度
脱

し
お
わ

っ
て

〔他

の
人

々
を
〕
度

脱

せ
し

め
る

で
あ
ろ
う
。
汝

は
解
脱

し
お
わ

っ
て

〔他

の
人

々
を
〕
解
脱

せ

し

め
る

で
あ
ろ
う
。
汝

は
安

隠
と
な

っ
て

〔他

の
人

々
を
〕
安
隠
な

ら
し
め

る

で
あ
ろ

う
。
汝

は
般
捏
繋

し
お
わ

っ
て

〔他

の
人

々
を
〕
般
浬
葉

せ
し
め

る

で
あ
ろ
う
。

こ

こ

に
語

ら

れ

て

い

る

メ

ー
ガ

の
誓

願

は

三

種

で

あ

る
が

、

デ

ィ
ー

パ

ン
カ

ラ

の
授

記

は
四

種

と

な

っ
て

お

り

、

仏

徳
讃

歎

の
定

型

文

A

型

が

、

こ

こ

に
そ

の
ま

ま

利

用

さ

れ

て

い
る

こ
と

を

知

る

。

同

じ

く

ア
ヴ

ァ
ダ

ー

ナ
文

献

類

で

『
ア
ヴ

ァ
ダ

ー

ナ

・
シ

ャ

タ
カ
』

に
も

四

句

の
誓

願

が

出

て

い
る

。

〔私

は
〕
未
だ

〔
彼
岸

に
〕
渡

ら
な

い
衆

生

た

ち

を

〔彼
岸

に
〕

渡
ら
し

め
、
未
だ
解
脱
し
な

い

〔
衆
生
た
ち
〕

を
解
脱

せ
し
め
、
未

だ
安
隠

で
な
い

四
弘
誓
願
の
源
流

(香

川
)
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〔衆
生
た
ち
〕
を
安
隠
ゐ
ら
し
め
、
未
だ
般
浬
薬
し
な
い

〔衆
生
た
ち
〕
を

般
捏
薬
せ
し
め
る
、
と
。

こ
の
文

は
定
型
化
さ
れ
て
、
第

一
品
の
九

つ
の
説
話
中
、
八
つ
の
説

話
に
出
て

い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
漢
訳

『撰
集
百
縁
経
』
で
は
次
の

様
な
定
型
文
を
も

っ
て
説
か
れ
て
い
る
。

無
ニ帰
依
一者
為
作
ニ帰
依

無
・救
護
扁者
為
作
ニ救
護

無
ニ解
脱
一者
為
作
ニ解

(
3
6
)

脱

無
ニ安
隠
一者
為
作
ニ安
隠
叩
未
ニ浬
桑
一者
令
ニ使
捏
藥

こ
れ
は

「菩
薩
授
記
品
」
第

一
に
十
縁
あ
る
中
、
第
六
縁
を
除
く
九

縁
に
拙
て

い
る
誓
願
で
あ
る
。
梵
文
で
は
四
種

の
誓
願
で
あ

る

に
対

し
、
漢
訳

で
は
五
種
の
誓
願
が
出
て
い
る
が
、
文
章

の
形
式
と
し
て
は

B
型
に
属
す
る
。
『
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ

・
シ
ャ
タ
カ
』
の
所
属
部
派

に

つ

(
3
7
)

い
て
、
岩
本
裕
博
士
は
有
部
の
所
伝
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
も
し
そ
う

だ
と
す
れ
ば
有
部
に
も
四
句
乃
至
五
句
に
よ
る
誓
願
の
思
想
が
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
じ
く
有
部
の

『
十
諦
律
』
に
は
、
阿
難
が
仏
の
功
徳
を
讃
え
て

今
出
家
得
嶋阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
叩
未
レ度
者
度
。
未
レ解
者
解
。
未
レ滅
者

(
3
8
)

滅
。
未
レ度
二生
老
病
死
憂
悲
苦
悩
一者
度
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
は
誓
願
で
は
な
く
て
、
仏
徳
を
讃
歎
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
B
型
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

『薩
婆
多

毘
尼
毘
婆
沙
』
で
は

(
3
9
)

仏

三
阿
僧
祇
劫

立
二
四
弘
誓

殉
欲
レ
済
鴫「無
辺
衆
生
殉

と

「
四
弘

誓

」

と

い
う

語

を
用

い

て

い

る
と

こ
ろ

か
ら

、
有

部

内

に

お

い
て
右

の
様

な

四

句

に

よ

る
誓

願

思

想

の
あ

っ
た

こ

と
が

認

め

ら

れ

る

で
あ

ろ

う
。

ま

た
法

蔵

部

所

伝

の

『
四

分

律
』

に

お

い

て
も

、

慧

灯

王
が

天

帝

釈

の
問

い

に
答

え

て

我
作
ニ
如
レ
是
意
刈
行
ニ
布
施

一欲
下
求
一鴫無
上
正
真

一
切
智
ゆ
度
ニ
未
レ
度
者
叩
解
ニ

未
レ
解
者

未
レ
得
ニ
捏
秦

一者
令

レ得

ニ捏
薬
殉
度
中
生
老
病
死
憂
悲
苦
悩
如
是
等

(
4
0
)

者
如

と
、
B
型
の
形
式
に
よ
っ
て
誓
願
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
四
句
の
誓
願
は
大
乗
仏
教
ば
か
り
で
は
な

く
、
説
出
世
部
、
説

一
切
有
部
、
法
蔵
部
等
の
部
派
に
お
い
て
も
認
め

ら

れ
る
。五

む

す

び

梁
の
法
雲
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
四
弘
誓
願
の
四
句
は

『
法

華
経
薬
草
喩
品
』
の
文
よ
り
由
来
す
る
。
し
か
し
そ
の
文
は
誓
願
で
は

な
く
て
、
仏
徳
を
讃
歎
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
仏
徳
讃
歎
の
四
句
は
阿

含
、

ニ
カ
ー
ヤ
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
古
く
か
ら
定

型
化
し
て
い
た
四
句
を

『法
華
経
』
が
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
誓
願

思
想
の
発
達
と
共
に
、
そ
れ
が
誓
願
文
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
そ
れ
は

『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
』
が
述
べ
る
如
く
、
「我
も
仏

の
様
な

徳

を
具

え
た
仏
と
な
り
た
い
」
と
い
う
願
い
か
ら
、
仏
徳
讃
歎
の
四
句
が
誓
願

の
四
句
と
し
て
転
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
誓
願
の
四
句
は
大
乗
仏
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教
の
み
な
ら
ず
、
説
出
世
部
、
有
部
、
法
蔵
部
な
ど
の
部
派
に
も
認
め

ら
れ
る
。
但
し
南
伝
仏
教
に
は
こ
の
様
な
四
句
の
誓
願
は
存

在

し

な

い
。
ま
た
最
初
か
ら
四
句
と
決
ま

っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
三
旬
の

も
の
も
あ
り
、
内
容
も

一
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
次
第
に
四
句
に
定

(
4
1
)

型
化
さ
れ
、
前
引
の

『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
や

『
不
退
転
法
輪
経
』
、

(
4
2
)

『
仏
性
論
』
で
は

「四
弘
誓
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
内
容
の
説
明
は

全
く
な
い
。

つ
ま
り
説
明
の
必
要
が
な
い
ほ
ど

「
四
弘
誓
」
が
仏
教
界

に
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
段
階
で
は
四
句
に
定
型
化
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
仏
徳
讃
歎
の
四
句
に
は
A
型
、
B
型

の
二
つ
の
系
統
が
あ
り
、

そ
れ
を
そ
の
ま
善

願
文
に
も
継
承
し
て
お
吃

や
が
島

型
と
い
う

形
式
も
生
ま
れ
た
。
こ
の
発
展
順
序
は
単
な
る
推
測
に
過
ぎ
な
い
が

A
型

B
型
島

型

と
い
う
順
序
で
な
か
ろ
う
か
と
思
考
す
る
。

1
 
関

口
真
大

『
天
台
止
観

の
研
究
』

一
六
〇
-

一
六

二
頁

多

田

孝

正

「
慧
思
の
菩
薩
観
-

四
弘
誓
願
を
中
心
と
し
て
-

」
(
『
印
仏
研
』
第

二

十

三
巻
、
第

二
号

三
〇
九
-

三

一
二
頁
)

2
 
智
顕

『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
巻

一
之
上

(
大

正

四

六

四

七

六

b

)
 同
じ
く
智
顕

の

『
法
界
次
第
初
門
』
巻
下
之
上

(
大
正
四
六

六
八

五

c
-
六
八
六

a
)

に
も

『
櫻
略
経
』
を
引

い
て

一
々
の
願
に
四
諦
を
配

し
て
い
る
。

3

『
菩
薩
理
略
本
業
経
』
巻
上

(
大
正

二
四
、

一
〇

一
三

a
)

4
 
望
月
信
亨

『
浄

土
教

の
起

原
及
発
達

』

一
八
四
-

一
九

六
頁

同

『
仏
教
経

典
成
立
史

論
』
四
七

一
-

四
八
四
頁

5
 
梁
法
雲

『
法
華
義

記
』
巻

六

(
大
正
三
三
、

六
四
八

c
)

6
 
同

右

巻
四

(
大
正
三
三
、
六
二

一
b
)

7
 
智
顕

『
摩
詞
止
観
』
巻
五
上

(
大
正
三
三
、
五
六

a
l
b
)

8

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
三

(
大
正
九
、

一
九
b
)

11

『
長
阿
合
経
』
巻
八

(
大
正

一
、
四
九

a
)

12

『
仏
説
尼
拘
陀
梵
志
経
』
巻

下

(
大
正

一
、
二
二
六

a
)

13

『
雑
阿
含
経
』
巻

五

(
大
正

二
、
三
七

a
)

14

『
正
法
華
経
』
巻
三

(
大
正
九
、
八
三
b

)

15

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
三

(
大
正
九
、

一
九
b
)

17

『影
印
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
』
巻
三
〇

二
四
-
一

『梵
文
法
華
経
写
本
集
成
』
第
四
巻

梵
文
法
華
経
刊
行
会

一
九

四
弘
誓
願
の
源
流

(香

川
)
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四
弘
誓
願
の
源
流

(香

川
)

七
八
年
、
p
p
.
3
0
6
-
3
0
7
.

20

『
影
印
北
京
版

西
蔵

大
蔵
経

』
巻

一
二

、

一
五
九
-

五
-

六
-

八

21

『
道

行
般
若
経

』
巻

八

(
大
正
八
、

四
六
五

c
)

22

『
大
明
度
経

』
巻

四

(
大
正
八
、

五
〇

一
a
)

23

『
小
品
般
若

経
』
巻
八

(
大
正
八
、
五
七

五

a
)

24

『
仏
母
出
生

三
法
蔵
般
若
経

』
巻

二

一

(
大
正
八
、

六
六
〇
b
)

25

『
大
般
若

経
』
第
四
会

巻

五
五
三

(
大
正
七
、

八
四
九

a
)

26

『
放
光
般
若

経
』
巻

一
五

(
大
正
八
、

一
〇

一
c
)

27

『
摩
詞
般
若

経
』
巻

一
九

(
大
正
八
、

三
五
八

c
)

28

『
大
般
若
経

』
第

二
会

巻

四
五
六

(
大
正
七
、

三
〇

二

a
)

・
29

干
潟
龍
祥

『
本
生
経
類

の
思
想
史
的
研
究
』

一
四
三
頁

30

『
三
曼
陀
践
陀
羅
菩
薩
経
』
(
大
正

一
四
、
六
六
八

a
)

31

『
悲
華
経
』
巻

二

(
大
正
三
、

一
七
六

c
)

36

『
撰
集
百
縁
経
』
巻

一

(
大
正
四
、

二
〇

三
b
-

二
〇

八

a
)

37

岩
本
裕

『
仏
教
説
話
研
究
序
説
』

一
三
三
-

一
三
四
頁

そ

の
理
由
と
し
て
、

ア
ヴ

ァ
ダ
ー
ナ
文
献

に
は
ウ
パ
グ
プ

タ
長
老

の

権
威
を
認

め
て
い
る

こ
と
、

そ

の
ウ
パ
グ
プ

タ
長
老

は

マ
ト
ゥ
ラ
ー
を

中
心

に
し
て
教
化
活
動
を
し
て

い
た
と
伝
え
ら
れ

る
こ
と
、

マ
ト
ゥ
ラ

ー
は
有
部

の
勢
力
が
強
か

つ
た

こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

38

『
十
諦
律
』
巻

一
四
、

一
六

(
大
正

二
三
、
九
九
b

、

一
八
八

a
)

39

『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
巻
四

(
大
正

二
三
、

五
三
〇

c
)

40

『
四
分
律
』
巻

五
二

(
大
正

二
二
、
九

五

一
c
)

41

『
不
退
転
法
輪
経
』
巻

二

(
大
正
九
、

二
三
五
b
)

42

『
仏
性
論
』
巻

四

(
大
正

三

一
、
八

一
一
a
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

誓

願
、

四
弘
誓
願

(仏
教

大
学
教
授
)
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